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１：まずマスターの「パート給与計算シート V200(Master).xlx」を読み込みます。

２：ファイル名を変更して保存します。（例えば「ＸＸさん２０１６年４月分」）

これでＸＸさんの４月分のファイルができました。



３：時間給を設定します。（０円～１０００００円まで設定可能です）

とりあえず８６０円を設定しました。

４：交通費を設定します。（０円～１０００００円まで設定可能です）

ここでは５５０円にしました。



５：時間の単位を設定します。（１５分、２０分、３０分、１時間の範囲）

１５分単位に時給にしました。・・ドロップダウン選択できます。

時間計算は毎時０分を起点に単位毎に計算されます。

６：給与の月初めを設定します。例えば２０日締めだと２１日、末締めの場合は１日です。

（１～２８日が設定可能です。・・２９～３１は無い月もあるので不可としました）

ここでは２１日を設定しました。・・ドロップダウン選択できます。



７：記録月の年を設定します。（２０００～２０９９年の範囲が可能です）

２０１６年を設定しました。

８：記録開始月の設定です。（１～１２月が可能です）・・ドロップダウン選択できます。

４月分（３／２１～４／１９）なので３月を設定しました。



９：お名前を設定します。

ここでは「ＸＸさん」

10：これで２０１６年４月分ＸＸさんのパート給与記録ファイルが完成しました。

一旦保存しておきます。

このエクセルファイルでは午前、午後とかの 1日 2回までの勤務を記録できます。

勤務時間は上記の設定で１５分の場合、勤務時間の計算は次のようになります。

８：５０～１２：０５までの場合・・・３時間

８：５０～１２：２５までの場合・・・３時間１５分

この計算で各出勤ごとに勤務時間を計算して、その合計をその日の勤務時間とします。

勤務１＞ ８：５０～１２：２５・・・３時間１５分

勤務２＞１３：５５～１７：０５・・・３時間００分

この日の日東賃金は６時間１５分で８６０円／時間だと５３７５円となり

交通費５５０円を加えてこの日の支給額は５９２５円になります。



次の例は上記のような設定で月曜と木曜に勤務された方のその月の支給額計算例です。

毎月の給与計算記録として各月のシートファイルを作成して記録できます。

十分に各シミュレーションで確認してからご使用してください。


